
原

　

告

被

　

告

屋

勝

外

一

名

平
成
五
年
　
（
行
り
）
　
第
一
四
三
号

一
九
九
四
年
八
月
二
　
三
　
日原

告
訴
訟
代
理
人

弁
護
士

山

下

幸

夫

東
京
地
方
裁
判
所
民
事
第
三
部
　
御
　
中

準
　
　
備
　
　
室
日
　
　
面
　
　
（
一
二
　
）

第
一
　
被
告
ら
の
平
成
六
年
六
月
一
六
日
付
準
備
書
面
　
（
三
）
　
に
対
す
る
認
否

全
て
争
う
。

な
お
、
被
告
は
、
　
「
本
件
物
件
の
写
真
の
内
容
は
」
　
「
巷
に
流
布
さ
れ
て
い
る
い

わ
ゆ
る
ヘ
　
ア
ヌ
ー
ド
写
真
に
対
し
て
す
ら
比
較
し
得
べ
く
も
な
い
。
」
　
と
主
張
し
て

い

る

が

、

本

件

写

真

集

の

写

真

の

多

く

が

白

黒

写

真

で

あ

る

こ

と

や

、

そ

の

撮

影

の

手
法
や
ア
ン
グ
ル
等
か
ら
見
て
、
そ
の
　
「
猥
褒
」
　
度
に
お
い
て
、
本
件
写
真
集
の
方

が

公

刊

さ

れ

て

い

る

ヘ

ア

ヌ

ー

ド

写

真

と

比

べ

　

て

遥

か

に

凌

駕

し

て

い

る

な

ど

と

は

到
底
言
え
な
い
。

被
告
ら
は
、
要
す
る
に
男
性
性
器
が
被
写
体
と
な
　
っ
　
て
い
る
こ
と
を
も
っ
　
て
、
猥

嚢

と

主

張

し

て

い

る

と

思

わ

れ

る

が

、

一

般

人

が

そ

の

写

真

か

ら

ど

の

よ

う

な

印

象

を

受

け

る

か

と

い

う

観

点

か

ら

、

そ

の

猥

蛮

性

を

判

断

さ

れ

る

べ

き

で

あ

り

、

男

性

性
器
が
写
っ
　
て
い
る
と
の
一
事
を
も
っ
　
て
直
ち
に
猥
嚢
と
判
断
す
る
こ
と
は
、
あ
ま

に

も

短

絡

的

と

言

わ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

第
二
　
　
メ
イ
プ
ル
ソ
ー
プ
の
作
品
の
芸
術
性
に
　
つ
い
て



一
　
文
書
が
　
「
猥
嚢
」
　
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
際
に
は
、
そ
の
文
書
を
全
体
的
に
判
断

し
、
か
つ
、
科
学
・
文
学
・
芸
術
・
学
問
そ
の
他
の
憲
法
上
保
障
さ
れ
る
社
会
的
価

値

が

あ

る

か

ど

う

か

が

判

断

さ

れ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

　

（

原

告

の

一

九

九

四

年

二

月

八
日
付
準
備
書
面
　
（
二
）
　
第
二
・
三
、
同
四
）
。
本
件
で
は
、
芸
術
的
価
値
が
あ
る

か

ど

う

か

が

判

断

さ

れ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

二

　

証

人

飯

沢

耕

太

郎

の

証

言

に

よ

る

と

、

メ

イ

プ

ル

ソ

ー

プ

の

作

品

の

芸

術

的

評

価

に
　
つ
い
て
の
専
門
家
の
認
識
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

l
　
　
メ
イ
プ
ル
ソ
ー
プ
は
、
一
九
七
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
に
か
け
て
の
写
真
表
現

の
歴
史
の
上
で
、
全
世
界
的
に
見
て
、
肉
体
・
性
・
裸
体
と
い
　
っ
　
た
人
間
存
在
の

根

源

に

か

か

わ

る

事

象

を

非

常

に

突

き

詰

め

て

表

現

し

た

と

い

う

意

味

で

、

極

め

て
重
要
な
写
真
家
で
あ
る
　
（
証
人
飯
沢
耕
太
郎
の
証
人
詞
書
第
一
二
項
）
。

2
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
現
代
美
術
の
中
に
お
い
て
、
写
真
を
使
っ
　
た
現
代
美
術

の

分

野

が

非

常

に

勢

力

を

持

っ

　

て

く

る

が

、

メ

イ

プ

ル

ソ

ー

プ

は

そ

の

第

一

人

者

の
地
位
を
得
て
い
る
　
（
同
調
書
第
一
四
項
）
。

3
　
本
件
写
真
集
は
、
一
九
八
八
年
に
ア
メ
リ
カ
で
現
代
美
術
を
主
と
し
て
扱
っ
　
て

お

り

、

世

界

的

に

非

常

に

評

価

の

高

い

ホ

イ

ッ

ト

ニ

ー

美

術

館

で

開

か

れ

た

メ

イ

プ

ル

ソ

ー

プ

の

大

回

顧

展

の

カ

タ

ロ

グ

と

し

て

刊

行

さ

れ

た

写

真

集

で

あ

り

　

（

同

詞

書

第

二

八

項

）

、

メ

イ

プ

ル

ソ

ー

プ

の

仕

事

の

全

体

像

を

概

観

す

る

と

い

う

意

味
で
貴
重
な
写
真
集
で
あ
る
　
（
同
詞
書
第
二
九
項
）
。

三

　

ま

た

、

こ

れ

ま

で

刊

行

さ

れ

た

美

術

評

論

等

に

よ

る

と

、

メ

イ

プ

ル

ソ

ー

プ

の

作

品

の

芸

術

的

評

価

に

つ

い

て

の

専

門

家

の

認

識

は

、

次

の

通

り

で

あ

る

と

認

め

ら

れ

る
。

l
　
　
ジ
ョ
ー
ジ
・
レ
ヴ
ィ
　
ン
ス
キ
ー
著
　
（
伊
藤
俊
治
・
笠
原
美
智
子
訳
）
　
『
ヌ
ー
ド

の
歴
史
』
　
（
甲
第
一
二
号
証
）
　
は
、
メ
イ
プ
ル
ソ
ー
プ
を
男
性
ヌ
ー
ド
の
歴
史
の

中
に
位
置
付
け
、
　
「
超
シ
ュ
　
ル
レ
ア
リ
ス
テ
ィ
　
ッ
ク
な
現
代
ヌ
ー
ド
写
真
の
第
一

人
者
で
あ
る
。
」
　
と
評
価
し
て
い
る
　
（
同
書
三
五
四
頁
）
。

2
　
小
久
保
彰
著
　
『
現
代
写
真
の
展
開
』
　
（
甲
第
一
四
号
証
）
　
は
、
メ
イ
プ
ル
ソ
ー

プ
が
　
「
最
も
軽
蔑
さ
れ
、
汚
辱
に
み
ち
た
ジ
ャ
　
ン
ル
、
ポ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
可
能

性

に

チ

ャ

レ

ン

ジ

し

た

の

で

あ

る

。

彼

の

こ

れ

ら

の

主

題

は

驚

嘆

す

べ

き

も

の

で

あ
る
。
し
か
し
、
蕃
美
的
に
抑
制
さ
れ
た
完
璧
な
美
学
に
よ
　
っ
　
て
、
決
し
て
猥
嚢

四



五

で

は

な

い

し

、

性

的

興

奮

を

あ

た

え

る

よ

う

な

こ

と

は

な

い

。

も

し

、

性

的

に

興

奮

さ

せ

た

と

し

た

ら

、

そ

の

作

品

は

失

敗

し

て

い

る

と

い

え

る

だ

ろ

う

。

完

璧

な

ア

ー

ト

の

感

銘

は

、

性

的

興

奮

を

は

る

か

に

超

え

て

い

る

か

ら

で

あ

る

。

」

　

と

評

価
し
て
い
る
　
（
同
書
一
四
八
頁
）
。

3
　
鈴
木
行
は
、
メ
イ
プ
ル
ソ
ー
プ
に
つ
き
、
　
「
写
真
と
い
う
技
術
に
よ
っ
　
て
写
真

の

究

極

の

姿

に

至

ろ

う

と

し

た

の

で

は

な

く

、

過

去

の

偉

大

な

芸

術

家

た

ち

の

残

し

た

伝

統

、

と

り

わ

け

宗

教

的

な

モ

チ

ー

フ

を

も

の

し

た

画

家

た

ち

の

精

神

に

、

写
真
と
い
う
技
術
に
よ
っ
　
て
触
れ
よ
う
と
し
た
タ
イ
プ
の
芸
術
家
で
あ
っ
　
た
。
こ

の

意

味

で

、

メ

イ

プ

ル

ソ

ー

プ

は

写

真

家

で

は

な

く

写

真

と

い

う

技

術

を

使

っ

　

た

芸
術
家
と
み
る
の
が
正
し
い
の
で
は
な
い
か
。
」
　
と
評
価
し
て
い
る
　
（
雑
誌
　
『
ア

サ

ヒ

カ

メ

ラ

』

一

九

九

二

年

六

月

号

一

一

六

頁

＝

甲

第

二

一

号

証

）

。

4

　

佐

倉

良

樹

は

、

　

「

ロ

バ

ー

ト

・

メ

イ

プ

ル

ソ

ー

プ

は

、

写

真

芸

術

に

は

じ

め

て

黒

人

の

裸

体

を

本

格

的

に

持

ち

込

ん

だ

白

人

フ

ォ

ト

グ

ラ

フ

ァ

ー

と

し

て

記

憶

さ

れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。
　
（
中
略
）
　
そ
し
て
重
要
な
こ
と
は
、
彼
が
そ
れ
を
考
え
ら
れ

う

る

か

ぎ

り

最

高

に

美

し

い

ラ

イ

テ

ィ

ン

グ

で

撮

影

し

、

こ

と

さ

ら

大

き

な

プ

リ

ン

ト

に

引

き

伸

ば

し

た

こ

と

だ

。

　

『

花

を

撮

る

よ

う

に

ペ

ニ

ス

を

撮

影

し

、

性

器

を

撮

る

よ

う

に

フ

ラ

ワ

ー

を

撮

影

し

た

』

。

メ

イ

プ

ル

ソ

ー

プ

の

一

連

の

作

品

に

関

し

て

与

え

ら

れ

る

評

価

の

な

か

で

も

き

わ

め

て

使

い

古

さ

れ

た

表

現

だ

が

、

そ

れ

が

古

代

ギ

リ

シ

ャ

・

ロ

ー

マ

か

ら

始

ま

る

西

洋

美

術

史

の

な

か

に

は

け

っ

し

て

見
ら
れ
な
か
っ
　
た
異
形
の
美
学
で
あ
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
」
　
と
評
価
し
て

い
る
　
（
雑
誌
　
『
S
 
T
 
U
 
D
 
I
 
O
 
V
 
O
 
I
 
C
 
E
』
一
九
九
四
年
一
月
号
二
八
頁
以

下
＝
甲
第
二
四
号
証
）
。

四
　
あ
る
文
書
に
、
科
学
・
文
学
・
芸
術
・
学
問
そ
の
他
の
憲
法
上
保
障
さ
れ
る
社
会

的

価

値

が

あ

る

か

ど

う

か

に

つ

い

て

は

、

裁

判

所

に

芸

術

性

そ

れ

自

体

の

判

断

を

求

め

る

も

の

で

は

な

く

、

そ

の

方

面

の

専

門

家

の

証

言

等

を

通

じ

て

、

あ

く

ま

で

憲

法

的
な
観
点
か
ら
そ
の
社
会
的
評
価
を
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
り
　
（
奥
平
康
弘

『
同
時
代
へ
　
の
発
言
上
』
　
八
二
頁
）
、
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
は
、
右
の
よ
う
に
、

写

真

芸

術

に

対

す

る

専

門

家

が

、

メ

イ

プ

ル

ソ

ー

プ

に

つ

き

一

様

に

優

れ

た

芸

術

家

で

あ

る

と

認

識

し

て

お

り

、

そ

れ

に

基

づ

い

て

そ

の

評

価

が

公

刊

物

に

表

明

さ

れ

流

通

し

て

い

る

現

状

に

お

い

て

は

、

裁

判

所

は

本

件

写

真

集

に

対

し

て

、

芸

術

性

と

い

六



七

う
社
会
的
な
価
値
を
認
定
す
べ
き
で
あ
る
。

第
三
　
税
関
検
査
の
限
界
と
そ
の
不
平
等
性
に
　
つ
い
て

一
　
税
関
検
査
は
、
基
本
的
に
は
、
日
本
国
内
に
お
け
る
猥
嚢
物
頒
布
罪
　
（
刑
法
一
七

五
条
）
　
を
予
防
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
予
め
水
際
で
、
猥
嚢
物
が
国
内
に
持
ち
込

ま

れ

る

こ

と

を

未

然

に

防

ぐ

こ

と

を

企

図

さ

れ

て

い

る

と

考

え

ら

れ

る

　

（

被

告

ら

の

平
成
五
年
一
一
月
八
日
付
準
備
書
面
　
（
一
）
　
第
四
・
一
・
2
）
。

二

　

し

か

し

、

税

関

検

査

は

必

要

と

認

め

ら

れ

る

も

の

に

つ

い

て

だ

け

検

査

を

行

い

、

結
果
と
し
て
税
関
検
査
が
行
わ
れ
ず
に
輸
入
許
可
を
受
け
て
国
内
に
引
き
取
ら
れ
る

場

合

が

あ

る

こ

と

を

被

告

ら

自

身

が

認

め

て

お

り

　

（

被

告

ら

の

平

成

五

年

一

一

月

八

日
付
準
備
書
面
　
（
一
）
　
第
五
・
二
）
、
税
関
制
度
白
体
が
そ
も
そ
も
輸
入
禁
制
品
を

水

際

で

阻

止

す

る

よ

う

な

体

制

に

は

な

っ

　

て

い

な

い

こ

と

は

被

告

ら

白

身

も

認

め

て

い

る

と

こ

ろ

で

あ

る

　

（

こ

の

点

に

つ

い

て

は

、

既

に

、

原

告

の

一

九

九

三

年

一

二

月

一
七
日
付
準
備
書
面
　
（
一
）
　
第
二
・
三
・
3
で
主
張
し
た
）
。

三
　
さ
ら
に
、
最
近
で
は
、
C
 
D
 
I
 
R
 
O
 
M
と
い
う
テ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
情
報
の
形
で

国
外
か
ら
大
量
に
情
報
が
流
入
す
る
よ
う
に
な
り
　
（
　
「
警
視
庁
が
　
『
ヘ
ア
』
　
を
眺
め

つ
　
つ
思
っ
　
て
い
る
本
当
の
と
こ
ろ
」
　
『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』
一
九
九
三
年
九
月
一
九
日

号
一
五
三
頁
＝
甲
第
三
六
号
証
、
江
田
道
夫
　
「
　
〟
時
代
の
流
れ
〝
　
に
喘
ぐ
東
京
税
関

の
ワ
イ
セ
ツ
摘
発
最
前
線
事
情
」
　
『
噂
の
真
相
』
一
九
九
三
年
一
〇
月
号
七
九
～
八

〇

頁

＝

甲

第

三

七

号

証

）

、

ま

た

、

デ

ジ

タ

ル

化

さ

れ

た

情

報

を

電

話

回

線

を

使

用

し

て

国

外

か

ら

日

本

に

送

信

す

る

方

法

に

よ

れ

ば

、

完

全

に

税

関

検

査

を

免

れ

る

こ

と

が

で

き

る

。

現

に

こ

の

よ

う

な

方

法

に

よ

り

国

外

か

ら

日

本

に

日

本

の

水

準

か

ら

猥

嚢

と

考

え

ら

れ

る

よ

う

な

情

報

が

流

入

し

て

い

る

と

い

う

事

実

も

存

し

て

い

る

（
原
告
本
人
調
書
第
八
四
項
～
第
八
六
項
）
。

四

　

こ

の

よ

う

に

見

て

く

る

と

、

現

在

の

メ

デ

ィ

ア

の

状

況

の

中

で

は

、

税

関

検

査

は

、

国
民
に
と
っ
　
て
極
め
て
不
平
等
か
つ
懇
意
的
に
権
力
行
使
が
な
さ
れ
、
そ
の
結
果
、

た
ま
た
ま
税
関
検
査
に
よ
っ
　
て
輸
入
禁
制
品
に
該
当
す
る
と
み
な
さ
れ
た
物
だ
け
が

日

本

国

内

へ

の

持

込

み

を

禁

止

さ

れ

る

と

い

う

結

果

と

な

っ

　

て

い

る

こ

と

が

明

ら

か

で
あ
る
。

五

　

現

に

、

本

件

写

真

集

の

場

合

の

よ

う

に

、

全

く

同

じ

写

真

集

が

国

内

に

輸

入

さ

れ

八



九

て

、

そ

れ

が

国

内

的

に

、

何

ら

猥

嚢

物

頒

布

罪

等

に

問

わ

れ

る

こ

と

な

く

販

売

さ

れ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
　
（
原
告
本
人
調
書
第
五
二
項
～
第
六
二
項
）
、
税
関
検
査

に
お
い
て
輸
入
禁
制
品
に
該
当
す
る
と
さ
れ
て
、
国
内
へ
　
の
持
込
み
を
禁
止
さ
れ
る

と

い

う

の

は

極

め

て

異

常

な

事

態

と

言

わ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

と

り

わ

け

、

税

関

検
査
に
お
け
る
輸
入
禁
制
品
該
当
通
知
制
度
が
、
国
内
の
猥
褒
物
頒
布
罪
を
予
防
す

る

た

め

の

手

段

で

あ

る

と

い

う

の

で

あ

れ

ば

、

な

お

さ

ら

で

あ

る

。

六
　
し
た
が
っ
　
て
、
税
関
検
査
の
シ
ス
テ
ム
は
、
右
の
意
味
に
お
い
て
欠
陥
を
有
す
る

も
の
で
あ
っ
　
て
何
ら
合
理
性
を
有
し
な
い
制
度
と
な
っ
　
て
い
る
と
言
う
べ
き
で
あ
り
、

と

り

わ

け

、

個

人

所

持

目

的

を

含

め

て

一

律

に

輸

入

を

禁

止

し

て

い

る

こ

と

　

（

こ

の

点

の

違

憲

性

に

つ

い

て

は

、

原

告

の

一

九

九

三

年

一

二

月

一

七

日

付

準

備

書

面

　

（

一

）

第
二
・
三
で
詳
述
し
た
）
　
と
併
せ
考
慮
す
る
と
、
憲
法
二
一
条
一
項
が
保
障
す
る
表

現

の

自

由

に

対

す

る

萎

縮

的

効

果

を

与

え

る

も

の

と

し

て

違

憲

で

あ

る

と

さ

れ

る

べ

き
で
あ
る
。

第
四
　
原
告
の
受
け
た
精
神
的
損
害
に
　
つ
い
て

一

　

原

告

は

、

本

件

輸

入

禁

制

品

該

当

通

知

を

受

け

た

こ

と

に

よ

り

、

以

下

の

よ

う

な

精
神
的
損
害
を
受
け
た
。

l
　
他
の
書
籍
、
資
料
等
を
本
件
写
真
集
と
一
緒
の
荷
物
と
し
て
い
た
た
め
、
通
関

手
続
が
非
常
に
手
間
が
か
か
っ
　
た
た
め
、
一
緒
に
入
れ
て
い
た
資
料
等
を
利
用
す

る
こ
と
に
支
障
が
出
た
　
（
原
告
本
人
詞
書
第
七
七
項
）
。

2
　
本
件
写
真
集
と
他
の
荷
物
を
仕
分
け
す
る
た
め
、
仕
分
手
数
料
と
、
保
税
倉
庫

の
保
管
料
を
支
払
わ
さ
れ
た
　
（
原
告
本
人
調
書
第
七
七
項
～
第
八
三
項
）
。

3
　
　
ア
メ
リ
カ
で
購
入
し
た
際
に
お
い
て
も
、
一
般
の
書
店
の
美
術
書
の
　
コ
ー
ナ
ー

に
て
売
ら
れ
て
お
り
　
（
原
告
本
人
詞
書
第
七
三
項
）
、
し
か
も
、
本
件
写
真
集
が
、

ホ

イ

ッ

ト

ニ

ー

美

術

館

で

の

メ

イ

プ

ル

ソ

ー

プ

回

顧

展

の

カ

タ

ロ

グ

で

あ

る

と

い

う
性
質
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
東
京
税
関
長
か
ら
輸
入
禁
制
品
該
当
通
知
を

受

け

る

こ

と

を

全

く

予

想

し

て

い

な

か

っ

た

に

も

か

か

わ

ら

ず

、

該

当

通

知

を

受

け
た
　
（
原
告
本
人
詞
書
第
七
三
項
、
第
七
四
項
）
。

4
　
東
京
税
関
長
に
対
す
る
異
議
申
立
、
大
蔵
大
臣
に
対
す
る
審
査
請
求
を
行
う
手

続
的
な
負
担
を
負
わ
さ
れ
た
　
（
原
告
本
人
調
書
第
三
三
項
～
第
四
二
項
）
。

5
　
異
議
申
立
、
審
査
請
求
の
い
ず
れ
も
が
棄
却
さ
れ
た
た
め
、
本
訴
を
提
起
せ
ざ

○



る
を
得
な
か
っ
　
た
　
（
原
告
本
人
詞
書
第
四
三
項
）
。

6
　
原
告
と
し
て
は
、
国
内
に
て
本
件
写
真
集
と
同
じ
写
真
集
を
購
入
し
て
い
る
が
、

本

件

写

真

集

に

は

ボ

ス

ト

ン

旅

行

の

思

い

出

の

品

と

い

う

愛

着

が

あ

り

、

ま

た

、

誰

に

見

せ

て

も

恥

ず

か

し

く

な

い

よ

う

な

芸

術

写

真

と

い

う

つ

も

り

で

購

入

し

た

本
件
写
真
集
が
猥
褒
で
あ
る
と
の
判
断
を
受
け
た
こ
と
は
心
外
で
あ
る
　
（
原
告
本

人
調
書
第
八
八
項
）
。

二
　
右
の
よ
う
な
精
神
的
苦
痛
を
慰
謝
す
る
た
め
に
は
、
訴
状
に
て
指
摘
し
た
通
り
、

少

な

く

と

も

金

一

〇

〇

万

円

を

要

す

る

と

言

う

べ

き

で

あ

る

。

第
五
　
　
結
　
語

以

上

述

べ

た

と

こ

ろ

及

び

従

前

に

原

告

が

主

張

し

て

き

た

と

こ

ろ

か

ら

、

本

訴

請

求

が

速

や

か

に

認

め

ら

れ

る

べ

き

で

あ

る

。

以

　

上


